
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光を照射する光源と、
前記光源と光記録媒体との間に配置され、入射光の進行経路を変換する第 1光路変換手段
と、
前記第 1光路変換手段と前記光記録媒体との間に配置され、入射光を偏光成分に応じて選
択的に透過または反射させて第 1及び第 2偏光成分の光に分岐させる第 1偏光ビームスプリ
ッタと、
前記第 1偏光ビームスプリッタから分岐された第 2偏光成分の光の進行経路上に配置され、
ビームの形状を整形するビーム整形手段と、
前記第 1偏光ビームスプリッタと前記光記録媒体との間の光路上に配置され、前記第 1偏光
ビームスプリッタから分岐された前記第 1及び第 2偏光成分の光を同一な光路に進行させる
第 2光路変換手段と、
前記第 2光路変換手段と前記光記録媒体との間に配置され、入射された第 1及び第 2偏光成
分の光を前記光記録媒体に集束させる対物レンズと、
前記光記録媒体から反射され、前記対物レンズ、第 2光路変換手段、第 1偏光ビームスプリ
ッタ及び第 1光路変換手段を経て入射された第 1及び第 2偏光成分の光が相異なる経路に向
かうように分離する第 2偏光ビームスプリッタと、
前記第 2偏光ビームスプリッタから分離された第 1及び第 2偏光成分の光を各々受光する第 1
及び第 2受光部を備えた光検出器と、
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前記第 1及び第 2受光部で各々受光された信号を演算して検出された情報信号に含まれたク
ロストークを除去する演算部とを含み、
前記ビーム整形手段は、入射光を透過させる透過領域とこの透過領域の周りに形成されて
前記光記録媒体の接線方向に対応する方向に入射光の一部を遮蔽する遮蔽領域を有する遮
蔽板とを含み、
入射光のうち第 1偏光成分の光が光記録媒体の主トラックに集束され、前記第 2偏光成分の
光が前記主トラック及び前記主トラックに隣接した隣接トラックに亙って前記光記録媒体
の半径方向に集束されることを特徴とする光ピックアップ装置。
【請求項２】
前記第 2光路変換手段は、
前記第 1偏光ビームスプリッタから分岐されて入射された第 1及び第 2偏光成分の光のうち
一方の偏光成分の光を２回 て入射光の光軸に対して出射光の光軸がシフトされた
状態で前記入射光とは逆方向に平行に進行させる反射プリズムと、前記第 1偏光ビームス
プリッタから分岐された他の偏光成分の光と、
前記反射プリズムを経て入射された光を選択的に透過 /反射させて同一な光路に前記光記
録媒体に向かわせるビームスプリッタとを含むことを特徴とする請求項 に記載の光ピッ
クアップ装置。
【請求項３】
前記演算部は、
前記第 1及び第 2受光部で各々光電変換して出力された電流信号を電圧信号に変換する第 1
及び第 2電流 -電圧変換器と、
前記第 2電流 -電圧変換器で変換された電圧値に演算定数を乗算する乗算器と、
前記第 1電流 -電圧変換器から出力された信号と前記乗算器から出力された信号とを差動増
幅して情報信号を出力する差動増幅器とを含むことを特徴とする請求項 に記載の光ピッ
クアップ装置。
【請求項４】
前記光源と前記第 1光路変換手段との間に配置され、入射された発散光を する

と、
前記第 2偏光ビームスプリッタと前記光検出器との間に配置されて入射光を集束する集束
レンズとをさらに含むことを特徴とする請求項 に記載の光ピックアップ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は光記録媒体に情報の記録／再生を行う光ピックアップ装置に係り、特に１トラッ
クに対する情報再生時隣接トラックによるクロストークを低減させうる光ピックアップ装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、光記録媒体の記録容量を増大させるための方案として、さらに短波長の光源と、
開口数が相対的に大きな対物レンズとを採用した光ピックアップ装置の開発が進行されて
いる。例えば、光記録媒体がコンパクトディスクからデジタルビデオディスクに発展しな
がら、光ピックアップ装置は７８０ｎｍ波長の赤外線光源と開口数０．４５を有する対物
レンズを備えたものから、略６５０ｎｍ波長の光源と、開口数０．６を有する対物レンズ
を採用したものにその開発が進行されている。このように、光ピックアップ装置を変える
ことによって、相対的に狭いトラックピッチを有する高記録容量の光記録媒体を採用しう
る。
【０００３】
一方、隣接したトラック間の間隔として定義されるトラックピッチを狭める場合、隣接す
るトラック間の信号干渉による再生信号の劣化（ｄｅｔｅｒｉｏｒａｔｉｏｎ）が激しく
なる恐れがある。ここで、隣接トラック間の信号干渉による再生信号の劣化程度はクロス
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トーク（ｃｒｏｓｓ－ｔａｌｋ）と定義され、光記録媒体によって許容値が設定される。
例えば、ＤＶＤ－ＲＯＭの場合－３０ｄＢ以下の値が要求されている。
【０００４】
クロストークを低減させうる従来の一例に係る光ピックアップ装置は、図１に示されたよ
うに、光源１１と、この光源１１から照射された光を０次回折光と±１次回折光に回折透
過させる回折格子１３と、入射光の進行経路を変換するビームスプリッタ１５と、光記録
媒体１０に光スポットが集束されるように入射光を集束する対物レンズ１６と、光記録媒
体１０から反射されてビームスプリッタ１５を経た光を受光する光検出器１９と、ビーム
スプリッタ１５と光検出器１９との間に配置された受光レンズ１７を含んで構成される。
【０００５】
前記回折格子１３から回折された０次回折光と、±１次回折光の各々は、図２に示された
ように、光記録媒体の相異なる位置に同時に三つの光スポットＳ１、Ｓ２、Ｓ３を形成す
る。即ち、０次回折光は情報信号を再生する主トラックＴ１に光スポットＳ１を形成し、
±１次回折光は各々この主トラックＴ１に隣接した第１及び第２隣接トラックＴ２、Ｔ３
に各々光スポットＳ２、Ｓ３が集束される。参考に、前記０次回折光、±１次回折光は該
当トラックにのみ正確に光スポットが集束されることでなく、狭トラックにより隣接した
トラックに一部が集束される。
【０００６】
ここで、光記録媒体１０に集束された光スポットは示されたように時間差を有する。即ち
、第１隣接トラックＴ２に集束された光スポットＳ２は主トラックＴ１に集束された光ス
ポットＳ１に比べて先行し、第３隣接トラックＴ３に集束される光スポットＳ３は遅延さ
れる。
【０００７】
前記主トラックＴ１及び隣接トラックＴ２、Ｔ３に各々集束された光スポットＳ１、Ｓ２
、Ｓ３は対物レンズ１６、ビームスプリッタ１５及び受光レンズ１７を経て光検出器１９
に集束される。前記光検出器１９は、図３に示されたように、光記録媒体１０から反射さ
れた０次回折光と、±１次回折光を各々受光して独立して光電変換する第１乃至第３受光
部Ａ、Ｂ、Ｃを含む。
【０００８】
前述したように構成された光ピックアップ装置において、検出しようとする情報信号は前
記主トラックＴ１から反射されて前記第１受光部Ａに受光された信号である。一方、第２
受光部Ｂに０次回折光による光スポットＳ１の一部が第１及び第２隣接トラックＴ２、Ｔ
３に集束された後、前記第１受光部Ａに混込まれた第１及び第２隣接トラックＴ２、Ｔ３
のＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号に対する情報は前記第２及び第３受光部
Ｂ、Ｃに集束された信号から検出することになる。
【０００９】
即ち、前記主トラックに対するＲＦ信号は式（１）で表したように、前記第１及び第２隣
接トラックＴ２、Ｔ３で検出された信号との演算を通じて検出される。
【００１０】
　
　
　
ここで、ＫはＲＦ信号のジッタを最小化する定数、即ち隣接トラックによるクロストーク
を最小化する定数である。
【００１１】
一方、前述したように構成された光ピックアップ装置は第 2及び第 3受光部 B、 Cで各々検出
された信号は第 1受光部 Aで検出された信号より時間的に早いか、遅延される。即ち、第 1
受光部 Aに影響を及ぼす第 1及び第 2隣接トラック T2、 T3の信号は主トラック T1に集束され
た光スポット S1より早いか遅延された地点で検出された信号であって、主トラック T1に集
束された光スポット S1を通して検出された情報信号と時間的な差を有している。これによ
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り、情報信号の実時間演算が根本的に不可能である 。
【００１２】
一方、図 4に示されたように、主トラック T1と、第 1及び第 2隣接トラック T2、 T3に集束さ
れる光スポット S1、 S2'、 S3'間の時間遅延がないように配置した場合には、光検出器 19に
集束される光スポットは、図 5に示されたように、第 1受光部 Aに全ての光スポットが集束
されるので、主トラック T1に対する情報信号の分離が不可能である 。
【００１３】
従来の他の例に係る情報再生時、隣接トラックによるクロストークを低減させうる光ピッ
クアップ装置が日本国特開平６－１５０３６３号（公開日１９９４年５月３１日）に開示
されている。
【００１４】
この開示された光ピックアップ装置は主トラックに集束される光スポットと、隣接トラッ
クに集束される光スポットの間に位相差をおいたものであって、図６に示されたように、
第１及び第２光源２１、２２、偏光ビームスプリッタ２４、ビームスプリッタ２５、第２
光源２２と偏光ビームスプリッタ２４間に配置された位相板２３、対物レンズ２６、偏光
ホログラム素子２７及び、第１及び第２光源２１、２２から照射され、光記録媒体２０か
ら反射されて入射される光を受光する光検出器２８を含んで構成される。
【００１５】
前記第１光源２１は直線偏光のコヒーレント（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）光を照射する。この照
射された光は偏光ビームスプリッタ２４及びビームスプリッタ２５を経て光記録媒体２０
側に進行経路が変換され、対物レンズ２６により集束されて光記録媒体２０の主トラック
に集束される。前記第２光源２２は前記第１光源２１と直交する偏光方向を有する直線偏
光のコヒーレント光を照射する。前記位相板２３は前記第２光源２２から入射された光を
透過させ、この透過された光が光軸に垂直した面内で光中心の少なくとも両側にピーク値
を有する光度分布を有するように相互ｄだけの厚さ差を有する二つの部分に分けられてい
る。ここで、第１光源２１から照射された光は主光として用いられ、第２光源２２から照
射された光は副光として用いられる。前記偏光ビームスプリッタ２４は第１光源２１から
照射された光は透過させ、第２光源２２から照射された光は反射させて光記録媒体２０側
に向かわせる。前記偏光ホログラム素子２７は前記ビームスプリッタ２５と光検出器２８
との間の光路上に配置され、前記光記録媒体２０から反射され入射された主光と副光とを
分離して透過させる。前記光検出器２８は前記偏光ホログラム素子２７で分離され入射さ
れた主光と副光の光度を区分して検出する。
【００１６】
このように構成された装置は主トラックを読出した光信号の偏光成分と、隣接トラックを
読出した信号の偏光成分とが 180゜の位相差を有するので、主トラックと隣接トラックに
対して時間遅延無しにも前記偏光ホログラム素子 27を通じて情報信号を区分しうる。しか
し、この光ピックアップ装置は前記位相板 23を用いて区分される二つの光スポット間の距
離が 0.6μ mで一定に決まる。これにより、トラックピッチが役 0.3μ mを有する光記録媒体
のクロストークは減少されるが、トラックピッチが 0.3μ mより小さいか、大きな場合には
光スポット間の距離が可変的でないため、隣接トラックからのクロストーク信号を容易に
除去できない
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は前記問題点を解決するために案出されたものであって、一つのスポットは主トラ
ックに集光され、他のスポットは主トラックに集束された光スポットに対する時間差無し
に楕円形に第１及び第２隣接トラックに亙るように集光されると共に、情報再生時主トラ
ックと第１及び第２隣接トラックの信号を分離しうる光ピックアップ装置を提供すること
を第１目的とする。
【００１８】
また、本発明は狭トラックピッチを有する光記録媒体において主トラックを読出した主光
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を受光した信号で隣接トラックを読出した副光の受光信号を演算してクロストークを低減
させることによって、その特性が向上された情報信号を検出しうる光ピックアップ装置を
提供することを第２目的とする。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
前記第１目的を達成するために本発明に係る光ピックアップ装置は、光を照射する光源と
、前記光源と光記録媒体との間に配置され、入射光の進行経路を変換する第１光路変換手
段と、前記第１光路変換手段と前記光記録媒体との間に配置され、入射光を偏光成分に応
じて選択的に透過または反射させて第１及び第２偏光成分の光に分岐させる第１偏光ビー
ムスプリッタと、前記第１偏光ビームスプリッタから分岐された第２偏光成分の光の進行
経路上に配置され、ビームの形状を整形するビーム整形手段と、前記第１偏光ビームスプ
リッタと前記光記録媒体との間の光路上に配置され、前記第１偏光ビームスプリッタから
分岐された前記第１及び第２偏光成分の光を同一な光路に進行させる第２光路変換手段と
、前記第２光路変換手段と前記光記録媒体との間に配置され、入射された第１及び第２偏
光成分の光を前記光記録媒体に集束させる対物レンズと、前記光記録媒体から反射され、
前記対物レンズ、第２光路変換手段、第１偏光ビームスプリッタ及び第１光路変換手段を
経て入射された第１及び第２偏光成分の光が相異なる経路に向かうように分離する第２偏
光ビームスプリッタと、前記第２偏光ビームスプリッタから分離された第１及び第２偏光
成分の光を各々受光する第１及び第２受光部を備えた光検出器と、前記第１及び第２受光
部で各々受光された信号を演算して検出された情報信号に含まれたクロストークを除去す
る演算部とを含むことを特徴とする。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下、添付した図面に基づき本発明を詳しく説明する。
本発明の第１実施形態に係る光ピックアップ装置を図７乃至図１３に基づいて説明する。
図７を参照すれば、本発明の第１実施形態に係る光ピックアップ装置は光を照射する光源
３１と、第１光路変換手段３３と、入射光を第１及び第２偏光成分の光に分岐させる第１
偏光ビームスプリッタ３４と、ビーム整形手段４０と、第２光路変換手段と、対物レンズ
３７と、前記光記録媒体３０から反射されて入射された光を分離する第２偏光ビームスプ
リッタ３８と、前記第２偏光ビームスプリッタ３８から分離された第１及び第２偏光成分
の光を受光する光検出器４５及び前記光検出器４５で受光された信号を演算して検出され
た情報信号に含まれたクロストークを除去する演算部５０とを含んで構成される。
【００２３】
前記第１光路変換手段３３は前記光源３１、第１偏光ビームスプリッタ３４及び第２偏光
ビームスプリッタ３８の間の光路上に配置され、前記光源３１側から入射された光は前記
第１偏光ビームスプリッタ３４に向かわせ、前記第１偏光ビームスプリッタ３４側から入
射された光は前記光検出器４５側に向かうように分岐させる。この第１光路変換手段３３
としては、示されたように、入射光を所定の光量比に分割して透過または反射させるビー
ムスプリッタを採用しうる。また、入射光を入射方向に応じて直進透過または回折透過さ
せることによって経路を変換するホログラム素子（図示せず）を採用しうる。
【００２４】
前記第１偏光ビームスプリッタ３４は入射光を偏光成分に応じて選択的に透過または反射
させることによって第１偏光成分の光と第２偏光成分の光とに分岐させる。これは分岐さ
れた二つの偏光成分の光が前記光記録媒体３０の主トラックＴ１及び隣接トラックＴ２、
Ｔ３に亙って時間差無しに複数の光スポットＳ１１、Ｓ１３を光記録媒体３０の半径方向
に形成するためである。図８を参照すれば、前記第１偏光成分の光は前記対物レンズ３７
を経て、情報信号を検出する主トラックＴ１に集束される。そして、第２偏光成分の光は
前記ビーム整形手段４０を経て主トラックＴ１及びこの主トラックＴ１に隣接した隣接ト
ラックＴ２、Ｔ３に集束される。
【００２５】
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前記ビーム整形手段４０は前記光記録媒体３０の主トラックＴ１及び隣接トラックＴ２、
Ｔ３に亙って光スポットＳ３が形成されるように前記第２偏光成分の光を整形する。この
ために前記ビーム整形手段４０は、図９に示されたように、入射光を透過させる透過領域
４１ａと、この透過領域４１ａの周囲に形成されて前記光記録媒体３０の接線方向に対応
する方向に入射光の一部を遮蔽する遮蔽領域４１ｂを有する遮蔽板４１であることが望ま
しい。従って、前記遮蔽板４１を経ない光の大部が前記光記録媒体３０の主トラックＴ１
に集束され、前記遮蔽板４１を経た第２偏光成分の光は部分的に遮蔽されて楕円状に整形
され、前記主トラックＴ１及びこの主トラックに隣接された第１及び第２隣接トラックＴ
２、Ｔ３に亙って光スポットＳ３を形成する。ここで、前記第２偏光成分の光により形成
された光スポットＳ３は前記第１偏光成分の光により形成された光スポットＳ１の間に時
間差が生じないようにその長軸方向が前記光記録媒体３０の半径方向に配置される。
【００２６】
また、前記ビーム整形手段４０として、図１０に示されたような構造を有する円筒形レン
ズ４３を採用しうる。この円筒形レンズ４３は光記録媒体３０に集束された第２偏光成分
の光が前記光記録媒体３０の半径方向に長軸を有し、その接線方向に短縮を有する楕円形
スポットになるようにする。
【００２７】
前記第２光路変換手段は前記第１偏光ビームスプリッタ３４から分岐された第１偏光成分
の光と前記ビーム整形手段４０を経た第２偏光成分の光とを同一光路に進行させる。この
ために、前記第２光路変換手段は反射プリズム３５と、ビームスプリッタ３６とを含んで
構成される。前記反射プリズム３５は前記第１偏光ビームスプリッタ３４から分岐されて
入射された第２偏光成分光を二回反射させて入射光の光軸に対して出射光の光軸がシフト
されたまま前記入射光とは逆方向に平行に進行させる。一方、前記反射プリズム３５は二
枚の反射ミラーに代えても、前記第１偏光成分の光を反射させうるように配置しても良い
。前記ビームスプリッタ３６は前記第１偏光ビームスプリッタ３４から分岐された第１偏
光成分の光と、前記反射プリズム３５を経て入射された光を選択的に透過／反射させて同
一光路で前記光記録媒体３０に向かわせる。
【００２８】
前記第２偏光ビームスプリッタ３８は前記光記録媒体３０から反射されて入射された光を
第１偏光成分の光と第２偏光成分の光とに再分離する。この第２偏光ビームスプリッタ３
８は、示されたように、第１及び第２偏光成分の光が他の地点、即ち、光検出器４５の第
１及び第２受光部Ａ、Ｂに各々集束されて相異なる経路に進行するように分岐させる。図
７では、透過型偏光ビームスプリッタを示したが、これは例示的なものに過ぎなく、偏光
成分に応じて選択的に透過／反射させることで分岐しうる透過／反射型偏光ビームスプリ
ッタを採用しても良い。
【００２９】
また、本実施形態に係る光ピックアップ装置は前記光源 31と第 1光路変換手段 33との間の
光路上に配置されて入射された発散光を する 32と、前記第 2偏光ビーム
スプリッタ 33と前記光検出器 45との間の光路上に配置されて入射光を集束する集束レンズ
39とをさらに含むことができる。
【００３０】
前記光検出器４５の第１及び第２受光部Ａ、Ｂは、図１１に示されたように配置される。
そして、前記演算部５０は前記第１及び第２受光部Ａ、Ｂで各々受光された信号を演算し
て主トラックから検出された情報信号に含まれたクロストークを除去する。図１１を参照
すれば、前記演算部５０は前記第１及び第２受光部Ａ、Ｂで各々光電変換されて出力され
た電流信号を電圧信号に変換する第１及び第２電流－電圧変換器５１、５２と、前記第２
電流－電圧変換器５２で変換された電圧値に演算定数Ｋを乗算する乗算器５５と、前記第
１電流－電圧変換器５１から出力された信号と前記乗算器５５から出力された信号とを差
動増幅してクロストークが除去された情報信号（ＲＦ信号）を出力する差動増幅器５６を
含んで構成される。また、前記演算部５０は信号通過時発生される周波数特性などの劣化
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を補償するための第１及び第２等化器５３、５４をさらに具備することが望ましい。
【００３１】
前記演算定数 Kは前記差動増幅器 56を通して検出される情報信号に含まれた隣接トラック
によるクロストーク、 情報信号のジッタを 定数である。
【００３２】
即ち、前記乗算器５５を通して乗算される演算定数Ｋは、図１２に示されたような演算定
数Ｋとクロストーク間の関係から所定値に設定しうる。図１２においてはクロストークが
最小値－６０ｄＢとなる場合に演算定数Ｋが０．３になるので、計算された０．３を乗算
を通して乗算することによって、隣接トラックによるクロストークを除去しうる。
【００３３】
表１は前述したように構成された本発明の第１実施形態に係る光ピックアップ装置のクロ
ストークの低減効果を示すために、前記遮蔽板（図９の４１）の接線方向比率Ｄの変換に
よるクロストーク及びジッタ分布を示したものである。ここで、比率Ｄは前記遮蔽板４１
を透過する光の直径に対する前記透過領域４１ａの幅の比率を意味する。前記比率Ｄは開
口数ＮＡにも影響を与える。
【００３４】
【表１】
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【００３５】
ここで、条件Ａはトラックピッチが０．４μｍ、ピットの長さが０．２５μｍの場合、遮
蔽膜の接線方向比率（開口数）によるクロストーク及びジッタ分布を、条件Ｂはトラック
ピッチが０．３６８μｍ、ピットの長さが０．２５μｍの場合遮蔽膜の接線方向比率（開
口数）によるクロストーク及びジッタ分布を各々示したものである。
【００３６】
前記表１から、狭トラックピッチ０．３６８μｍ、ピットの長さ０．２５μｍの場合、開
口数（ＮＡ）が０．２４から０．４８までの公差があってもクロストークは－５０ｄＢ程
度であり、ジッタが９％以下に減少することがわかる。
【００３７】

述したように主トラックと隣接トラックに集束される光スポットが光記録媒体の半径方
向に平行に配置されることによって隣接トラック信号間の再生信号に時間遅延が発生しな
い。
【００３８】

ピックアップ装置を図 14及び図 15に基づいて説明する。図 14を参照すれば、 ピックア
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ップ装置は第 1及び第 2光モジュール 60、 70と、前記第 1及び第 2光モジュール 60、 70と光記
録媒体 30との間に配置されて入射光中偏光成分に応じて選択的に透過 /反射させ入射光の
進行経路を変換する偏光ビームスプリッタ 81と、対物レンズ 83と、前記第 2光モジュール 7
0から照射された光が前記光記録媒体 30の主トラックに隣接した隣接トラックに光記録媒
体 30の半径方向 Rに集束される入射光の形状を整形する透過型位相差プリズム 85と、前記
第 1及び第 2光モジュール 60、 70を通して受光された信号を演算して検出された情報信号に
含まれたクロストークを除去する演算部 88とを含んで構成される。
【００３９】
前記第１光モジュール６０は光を照射する第１光源６１と、この第１光源６１から照射さ
れ、前記光記録媒体３０から反射された光を受光する第１光検出器６９を具備する。ここ
で、前記第１光モジュール６０は前記第１光源６１、第１光検出器６９及び前記偏光ビー
ムスプリッタ８１の間に配置され、前記光記録媒体３０から反射されて入射された光を前
記第１光検出器６９に向かわせる第１ビームスプリッタ６５をさらに含むことができる。
一方、前記第１ビームスプリッタ６５の代わりに入射方向に応じて直進透過または回折透
過させるホログラム素子（図示せず）を採用することもできる。
【００４０】
また、前記第１光モジュール６０は前記第１光源６１と前記第１ビームスプリッタ６５の
間に配置されて前記第１光源６０から照射された発散光を集束させる第１視準６３と、前
記第１ビームスプリッタ６５と前記第１光検出器６９との間に配置されて入射された平行
光を集束する第１集束レンズ６７とをさらに含む。
【００４１】
前記第２光モジュール７０は光を照射する第２光源７１と、この第２光源７１から照射さ
れ、前記光記録媒体３０から反射された光を受光する第２光検出器７９を具備する。ここ
で、前記第２光モジュール７０は前記第２光源７１、第２光検出器７９及び前記偏光ビー
ムスプリッタ８１との間に配置され、前記光記録媒体３０から反射されて入射された光を
前記第２光検出器７９に向かわせる第２ビームスプリッタ７５をさらに含む。また、前記
第２光モジュール７０は前記第２光源７１と前記第２ビームスプリッタ７５との間に配置
されて前記第２光源７１から照射された発散光を集束させる第２視準７３と、前記第２ビ
ームスプリッタ７５と前記第２光検出器７９との間に配置されて入射された平行光を集束
する第２集束レンズ７７とをさらに含む。
【００４２】
前記透過型位相差プリズム８５は前記第２光源７１と前記偏光ビームスプリッタ８１との
間の光路上に配置され、第２光源７１から照射された光を前記光記録媒体３０の隣接トラ
ックにその半径方向に集束させる。このために、前記透過型位相差プリズム８５は、図１
４及び図１５に示されたように、入射光を透過させる透明板８６と、前記光記録媒体３０
の接線方向Ｔと平行で入射光の光軸ＡＸＩＳと会う線分Ｌを基準として対称的に備えられ
、外側から内側に細長形の第１及び第２プリズム８７ａ、８７ｂを含む。即ち、前記第１
及び第２プリズム８７ａ、８７ｂの出射面が傾いて配置されている。これにより、前記透
過型位相差プリズム８５に入射された光の断面が円形の場合、その楕円形の断面が光記録
媒体の半径方向Ｒに発散された状態で進行する。従って、時間遅延無しに前記光記録媒体
３０の隣接トラックに集束される。ここで、前記第１及び第２プリズム８７ａ、８７ｂの
傾度によって前記透過型位相差プリズム８５を透過した光が前記主トラック及び隣接トラ
ックに亙って形成されうる。
【００４３】
前記偏光ビームスプリッタ８１は前記第１光モジュール６０から照射された光のうち一偏
光成分の光を前記光記録媒体３０側に入射させ、前記第２光モジュール７０から照射され
た光のうち他偏光成分の光を前記光記録媒体３０側に入射させる。例えば、前記偏光ビー
ムスプリッタ８１がＳ偏光成分の光は透過させ、Ｐ偏光成分の光は反射させるようになっ
た場合は、前記第１光源６１から照射された光のうちＳ偏光成分の光のみが前記偏光ビー
ムスプリッタ８１を透過した後前記対物レンズ８３を経て光記録媒体３０に集束される。

10

20

30

40

50

(9) JP 3553841 B2 2004.8.11



以降、光記録媒体３０から反射された光は前記偏光ビームスプリッタ８１を透過し、前記
第１ビームスプリッタ６５から反射されて第１光検出器６９に集束される。一方、前記第
２光源７１から照射された光はＰ偏光成分の光のみが前記偏光ビームスプリッタ８１から
反射されて前記光記録媒体３０に向かい、光記録媒体３０から反射されたＰ偏光成分の光
は前記偏光ビームスプリッタ８１及び前記第２ビームスプリッタ７５から反射されて前記
第２光検出器７９に集束される。従って、前記光記録媒体３０の主トラック及び隣接トラ
ックに集束された光スポットを偏光成分によって分岐させて前記第１光検出器６９と第２
光検出器７９に各々選択的に集束させうる。
【００４４】
前記演算部８８は前記第１及び第２光検出器６９、７９で各々光電変換され出力された電
流信号を電圧信号に変換する第１及び第２電流－電圧変換器と、前記第２電流－電圧変換
器で変換された電圧値に演算定数Ｋを乗算する乗算器及び前記第１電流－電圧変換器と前
記乗算器から出力された信号を差動増幅してクロストークが減少された情報信号を出力す
る差動増幅器とを含んで構成される。このように構成された演算部８８は、図１１の説明
と実質的に同一なのでその詳細な説明は略す。
【００４５】

ピックアップ装置を図 16に基づいて説明する。図 16を参照すれば、 ピックアップ装置
は光源 91と、入射光の進行経路を変換するビームスプリッタ 93と、入射光を偏光成分に応
じて選択的に透過または反射させる第 1偏光ビームスプリッタ 94と、反射型位相差プリズ
ム 100と、対物レンズ 95と、入射された第 1及び第 2偏光成分の光を相異なる経路に分岐さ
せる第 2偏光ビームスプリッタ 96と、入射された第 1及び第 2偏光成分の光を各々受光する
第 1及び第 2光検出器 98、 99と、前記第 1及び第 2光検出器 98、 99で各々受光された信号を演
算して検出された情報信号に含まれたクロストークを除去する演算部 110とを含んで構成
される。
【００４６】
前記ビームスプリッタ９３は前記光源９１と前記第１偏光ビームスプリッタ９４との間の
光路上に配置されて入射光の進行経路を変換する。即ち、入射光を所定の光量比で透過及
び反射させて前記光源９１から照射された光は前記光記録媒体９０に、前記光記録媒体９
０から反射された光は前記第２偏光ビームスプリッタ９６に各々向かわせる。ここで、前
記ビームスプリッタ９３の代わりに入射光の入射方向に応じて選択的に直進透過または回
折透過させるホログラム素子を採用しうる。
【００４７】
前記第１偏光ビームスプリッタ９４は前記ビームスプリッタ９３と前記反射型位相差プリ
ズム１００との間に配置され、入射光を偏光成分に応じて選択的に透過または反射させて
第１及び第２偏光成分の光に分岐させる。ここで、前記第１偏光成分の光は反射されて直
接前記対物レンズ９５側に向かい、前記第２偏光成分の光は透過されて前記反射型位相差
プリズム１００を経て前記対物レンズ９５に向かう。
【００４８】
前記反射型位相差プリズム 100は前記光記録媒体 90の接線方向 Tと平行に入射光の光軸と会
う線分を基準として対称的に備えられ、外側から内側に細長形の第 1及び第 2プリズム 101
、 102と、この第 1及び第 2プリズム 101、 102の一側に形成されて入射光を反射させる反射
部材 103とを含む。この反射型位相差プリズム 100をなす前記第 1及び第 2プリズム 101、 102
の傾度、即ち位相差大きさは 過型位相差プリズム (図 15の 85）の第 1及び第 2プリズム 87a
、 87bの位相差大きさと比べると、その 1/2の場合に同一な光学的効果を有する。従って、
前記反射型位相差プリズム 100を経た第 2偏光成分の光は前記光記録媒体 90の主トラックに
隣接した隣接トラックに時間遅延無しに集束される。ここで、前記第 1偏光ビームスプリ
ッタ 94は前記反射型位相差プリズム 100の光入出射面に一体形成されたものが望ましい。
【００４９】
前記対物レンズ 95は前記偏光ビームスプリッタ 94と前記光記録媒体 90との間に配置され、
入射された第 1及び第 2偏光成分の光を前記光記録媒体 90に集束させる。前記演算部 110は
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前述 実質的に同一なので、その詳細な説明及び図面は略す。
【００５０】

記光源 91とビームスプリッタ 93との間の光路上に入射される発散光を集束する視準 92と
、前記第 2偏光ビームスプリッタ 96、第 1光検出器 98及び第 2光検出器 99の間に各々配置さ
れて入射光を集束する第 1及び第 2集束レンズ 97a、 97bをさらに含むことができる。
【００５１】
以下、図１７（Ａ）及び図１７（Ｂ）に基づき、前記透過型／反射型位相差プリズムの位
相差大きさ（傾度）設定について説明する。
図１７（Ａ）は透過型位相差プリズム８５を示したものであって、位相差大きさΔｄでそ
の位相差の程度が表現される。ここで、位相差大きさΔｄは入射光の有効直径に対応する
部分における第１及び第２プリズムの高さである。図１７（Ｂ）は反射型位相差プリズム
１００を示したものであって、位相差の大きさはΔｄ／２でその位相差の程度が表現され
る。ここで、Δｄは透過型位相差プリズムの位相差に該当される。
ここで、Δｄは式（２）を満たす。
【００５２】
【数３】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５３】
特に、光記録媒体のトラックピッチが０．４０μｍ、０．３７μｍの時、位相差の大きさ
Δｄは各々０．８λ／２、１．２λ／２である。
【００５４】
【発明の効果】
前述したように本発明に係る光ピックアップ装置は、１つのスポットは主トラックに集光
され、他のスポットは主トラックに集束された光スポットに対する時間差無しに隣接トラ
ックに亙って集光されると共に、偏光特性により情報再生時主トラックと隣接トラックの
信号が分離できて、時間差のない隣接トラック信号に対して演算定数を乗算して主トラッ
クから検出された信号と差動することによってクロストークを低減させうる。
【００５５】
特に、トラックピッチに対して光スポットの比が 0.6以下の値に決まる光記録媒体に対す
る情報再生時再生信号の品質を高めるのに非常に有用である
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の一例に係る光ピックアップ装置の光学的配置を示す概略的な構成図である
。
【図２】図１の光ピックアップ装置により光記録媒体に形成された光スポットの形状を示
す光記録媒体の部分斜視図である。
【図３】図１の光検出器に集束された光スポットを説明するために示した概略的な図であ
る。
【図４】従来の他の例に係る光ピックアップ装置により光記録媒体に形成された光スポッ
トの形状を示す光記録媒体の部分斜視図である。
【図５】図４の光検出器に集束された光スポットを説明するために示した概略的な図であ
る。
【図６】従来のさらに他の例に係る光ピックアップ装置の光学的配置を示す概略的な図で
ある。
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【図７】本発明の第１実施形態に係る光ピックアップ装置の光学的配置を示す概略的な図
である。
【図８】図７の光ピックアップ装置により光記録媒体に形成された光スポットの形状を示
す光記録媒体の部分斜視図である。
【図９】図７のビーム整形手段の一実施形態に係る遮蔽板を示す概略的な図である。
【図１０】図７のビーム整形手段の他の実施形態に係る円筒形レンズを示す概略的な斜視
図である。
【図１１】図７の光検出器に集束された光スポット及び演算部を示す回路図である。
【図１２】本発明の第１実施形態に係る光ピックアップ装置において演算定数Ｋ値による
クロストーク変化量を示す図である。
【図１３】本発明の第１実施形態に係る光ピックアップ装置においてトラックピッチ０．
３６８μｍ、ピットの長さ０．２５μｍ、遮蔽板の接線方向の開口数０．３の場合、演算
定数によるジッタ分布を示す図である。
【図１４】 ピックアップ装置の光学的配置を示す概略的な図である。
【図１５】図１４の透過型位相差プリズムを示す概略的な斜視図である。
【図１６】 ピックアップ装置の光学的配置を示す概略的な図である。
【図１７】（Ａ）及び（Ｂ）は各々図１４及び図１６に開示された透過型位相差プリズム
及び反射型位相差プリズムの位相差の大きさを説明するために示す概略的な図面である。
【符号の説明】
３０　光記録媒体
６０、７０　第１及び第２光モジュール
８１　偏光ビームスプリッタ
８３　対物レンズ
８５　透過型位相差プリズム
８８　演算部
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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